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室戸高等学校校歌  
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生徒一般心得  

 

 本校生徒としての自覚と誇りをもって、生徒としての本分を守り、明朗快活な学校生活を

送るために、次の諸事項の意義を理解し、これを守ること。 

 

１．礼   儀 

 

（１）外来者、先生、先輩等に対しては、尊敬の念をもってあいさつをするとともに、生 

   徒相互間においても自発的に明るいあいさつ、会釈をすること。  

（２）あいさつ、言葉遣い等、常に礼儀を重んじて他人の人格を尊重するとともに、自己 

   の品性を高めるようにすること。 

 

２．登校・下校 

 

（１）登校、下校は本校所定の制服を着用し、公衆道徳を守り、節度ある態度を失わない 

   こと。特に交通規則を守り事故のないように十分気をつけること。  

（２）自転車通学を希望するものは、許可をうけ、その指示に従うこと。またその際には、 

ヘルメットを着用すること。 

 

３．校 内 生 活 

（１）平常時程は次のとおりとする。 

（木曜日を除く平日）                （木曜日） 

 

（２）学校内におけるジャ－ジの着用は禁止する。（ただし、ジャ－ジを必要とする授業は 

その限りではない） 

（３）欠席、欠課、遅刻、早退はホ－ム主任に連絡し、所定の届け出を行うこと。  

（４）登校後は、下校時まで無断外出をしないこと。やむを得ないときは、許可を得ること。 

（昼食のための外出は認めない。） 

（５）校舎、校具、その他公共物を積極的に愛護し、破損、紛失しないようにすること。 

    紙くず、ゴミ等は所定の場所に捨て、すすんで清掃につとめること。  

（６）常に火災及び盗難の予防に注意すること。所定の場所、時間以外には絶対に火気を 

    使用してはならない。 

（７）掲示物を掲示する場合は事前に生徒部の許可を得ること。  

（８）自己の所有物には氏名を記入し、自分で責任をもって管理するとともに、教室、部 

    室等に放置しないこと。 

    時  限 時   間 時  限 時   間 

朝の読書・ＳＨ 

１ 

２ 

３ 

４ 

昼休み 

５ 

６ 

清  掃 

放送・ＳＨ 

８：３５～８：４５ 

８：５０～９：４０ 

９：５０～１０：４０ 

１０：５０～１１：４０ 

１１：５０～１２：４０ 

１２：４０～１３：２５ 

１３：２５～１４：１５ 

１４：２５～１５：１５ 

１５：１５～１５：３０ 

１５：３５～１５：４０ 

朝の読書・ＳＨ 

１ 

２ 

３ 

４ 

昼休み 

５ 

６ 

７ 

清  掃 

放送・ＳＨ 

８：３５～８：４５ 

８：５０～９：４０ 

９：５０～１０：４０ 

１０：５０～１１：４０ 

１１：５０～１２：４０ 

１２：４０～１３：２５ 

１３：２５～１４：１５ 

１４：２５～１５：１５ 

１５：２５～１６：１５ 

１６：１５～１６：３０ 

１６：３５～１６：４０ 
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４．校 外 生 活 

 

（１）夜間外出は、夏期、冬期ともに午後９：００までとする。 

   （外泊をする場合は保護者の承諾を必要とする。） 

（２）次の行為は厳に謹むこと。 

   ・危険物（バタフライナイフ・エアガン等）の携帯 

   （銃砲刀剣類所持等取締法、高知県青少年保護育成条例等で厳しく罰せられる）  

    ・飲酒、喫煙、違法薬物（覚せい剤、大麻、危険ドラッグ、シンナー等）の使用 

（いかなる事情があっても、同席・所持も禁止とし、生徒指導の対象とする。） 

   ・恐喝、暴力行為、万引き、窃盗行為 

   ・競輪、競艇、競馬、パチンコ店、クラブ、その他の遊戯場等への出入り 

    （カラオケボックスについては保護者同伴とする） 

   ・自動車、バイクの運転行為（免許の無断取得も禁止） 

   ・無断外泊、家出 

   ・怠学 

・いじめ 等 

（３）アルバイトは事前にホ－ム主任にアルバイト許可願を提出し、生徒部の許可を得る 

こと。 

   ・学習に差し支えのないようにすること。（考査発表後から考査終了までは禁止）  

       ・時間については午後８時までとする。 

（４）男女の交際は常に明朗、清純であること。交友は相扶け相励ましてともに向上する 

   よう努力すること。 

（５）旅行、登山、水泳、キャンプ等危険をともなう行事に参加する場合は、引率者、指 

    導者を明確にし、保護者の承諾を得て、生徒部に届け出ること。 

 

５．そ の 他 

 

（１）自動車学校入校（運転免許取得）に関しては、学校の許可を必ず得ること。（無届 

    けの場合は生徒指導の対象となる。）なお、詳細については３年次に説明をする。  

（２）交通違反、暴力行為など校外で問題行動を起こした場合は、直ちにホ－ム主任、あ 

    るいは生徒部に届け出ること。 

（３）身分証明証を常に携帯すること。 

（４）携帯電話については学習に必要ないので、学校内においては常に電源を切り、カバン 

の中に入れておくこと。なお、授業中や各種試験中、休み時間等に使用した場合は、 

生徒指導の対象とする。 
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室戸高等学校服装規定  

 
女  子  服  装  規  定  

 規 定 項 目        規    定    内    容  

   夏   服   学校指定  ※水色でオリジナルマーク入りのブラウス  

   冬   服  

 学校指定  

 ブレザー・ブラウス（ベストの着用は自由とする）  

  ※ブレザーの下に着用するブラウスについても、学校指定の白色で  

   オリジナルマ－ク入り  
※平成２５年度入学生より変更  

   スカ－ト  

 学校指定でオリジナルマーク入り  

  ※スカートのすそは、膝（皿の中心）から膝上５ｃｍまでの間とする  

  ※ウエストの位置は腰骨の上部とする  

  ※ベルト・サスペンダ－の禁止（ウエスト部分を折り曲げない）  

スラックス  

学校指定  ※ウエストの位置は腰骨の上部とする  

     ※スラックスを着用する場合は、黒系または茶系のベルトの
着用を原則とする（ノ－ベルト・サスペンダ－は禁止）  

   ベ  ス  ト   学校指定  ※白色でオリジナルマーク入り  

   セーター   学校指定（自由購入）  ※紺色でオリジナルマーク入り  

   コ  －  ト  
 学校指定（自由購入）、もしくは華美でないもの  

※学校指定のコートは紺色のダッフルコート  

   ソックス  
 白・黒・紺系（ワンポイント・ワンラインは可）  

 ル－ズソックスは禁止  

ストッキング・  

タイツ  

 ベ－ジュ色、黒色のみ  
※柄や模様のあるものは禁止  

  靴の色・型  
黒・茶の革靴（ブ－ツ系やヒ－ルの高い靴は禁止）  

運動靴（華美でないもの）  

   リ  ボ  ン  
 学校指定（紺色）  

※平成２５年度入学生よりボタンで止めるタイプに変更  

   マフラ－   華美でないもの（校内での着用は禁止）  

 

【注意事項】  

 ※制服は手を加えないこと。   
 ※肌着（Ｔシャツ・タンクトップ等を含む）の色については、原則的に白色・黒・紺の  

無地とする。ただし、胸のワンポイントまでは認める。  

 ※学校行事（入学式、始業式、終業式、卒業式等）の服装については別途指示する。  

※学校指定以外のものを着用している場合は指導の対象とする。  
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男  子  服  装  規  定  

 規 定 項 目        規    定    内    容  

   夏   服   学校指定  ※水色でオリジナルマーク入りのカッターシャツ  

   冬   服  

 学校指定  

 ブレザー・カッターシャツ（ベストの着用は自由とする）  

  ※ブレザーの下に着用するカッターシャツについても、学校指定の  

   白色でオリジナルマ－ク入り  

   スラックス   学校指定  ※ウエストの位置は腰骨の上部とする  

   ベ  ル  ト   黒系または茶系  ※ノ－ベルト・サスペンダ－の禁止  

   ベ  ス  ト   学校指定（自由購入）  ※白色でオリジナルマーク入り  

   セーター   学校指定（自由購入）  ※紺色でオリジナルマーク入り  

   コ  －  ト  
 学校指定（自由購入）、もしくは華美でないもの  

※学校指定のコートは紺色のダッフルコート  

   ソックス   白・黒・紺系（ワンポイント・ワンラインは可）  

  靴の色・型  
 黒・茶の革靴（ブ－ツ系やヒ－ルの高い靴は禁止）  

 運動靴（華美でないもの）  

   ネクタイ   学校指定（グレー×紺色のみ）  

   マフラ－   華美でないもの（校内での着用は禁止）  

 
【注意事項】  

 ※制服は手を加えないこと。   
 ※肌着（Ｔシャツ・タンクトップ等を含む）の色については、原則的に白色・黒・紺の  

無地とする。ただし、胸のワンポイントまでは認める。  

 ※学校行事（入学式、始業式、終業式、卒業式等）の服装については別途指示する。  

※学校指定以外のものを着用している場合は指導の対象とする。  

                                             

 

 付則  この規定は平成１３年度１年次生から適用する。  

平成１４年３月  一部改正    平成１５年７月  一部改正  

平成２０年３月  一部改正    平成２４年３月  一部改正  

平成２５年４月  一部改正    平成３０年９月  一部改正  

令和  ２年４月  一部改正  
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女 子 頭 髪 規 定 

高校生らしく清潔感のある髪型を原則とする。 

髪 型 禁 止 事 項 

ヘアアイロン、パ－マネント（ストレートパーマも含む）、カ－ル、眉の剃り込み、

毛染め、脱色、エクステンション、明らかに華美だと判断できる奇抜な髪型 

 

男 子 頭 髪 規 定 

高校生らしく清潔感のある髪型を原則とする。 

髪 型 禁 止 事 項 

ヘアアイロン、パ－マネント（ストレートパーマも含む）、 カ－ル、眉の剃り込み、

毛染め、脱色、リ－ゼント、長髪、エクステンション、 

明らかに華美だと判断できる奇抜な髪型 

男女とも、頭髪に人工的に手を加えた者は元に戻す指導を行う。その際に、ヘア

アイロンやストレートパーマをあてる処置をとることも考えられる。また、奇抜

な髪型だと判断した場合は、改善指導の対象とする。 

 

所 持 品 

マンガ・雑誌・ゲ－ム機・ 

タブレット端末・トランプ等 

 校内への持込み禁止。 

 ＊学習に不要なものは持込まない 

 ナイフ（バタフライナイフ等） 

 エアガン等 

 校内外を問わず所持を禁止。 

 ＊危険物を携帯することは、銃砲刀剣類所持等取 

  締法や高知県青少年保護育成条例で罰せられ 

る。 

 

そ の 他 規 定 

指輪、ブレスレット、ピアス、ゴムバンド、イヤリング、

ペンダント、ネックレス、ヘアバンド、サングラス、 

シュシュ、バレッタ 等 
装飾品はすべて禁止 

リボン、ゴム紐、ヘアピン 
黒系・茶系・紺系等の華美でな

いものであれば使用可 

ファンデ－ション、マスカラ、マニキュア、口紅、 

カラ－リップ 等 
化粧は禁止 

 

※式典時の服装について 

 女 子 

 ブラウス＋ベスト＋ブレザー＋スカート＋紺色のリボン＋白のソックス 

ブラウス＋ベスト＋ブレザー＋スラックス＋紺色のリボン＋白のソックス 

 男 子  カッターシャツ＋ブレザー＋スラックス＋紺とグレーのネクタイ 
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 室戸高校制服パターン  

 

女子  

    冬服                  夏服        移行期間中の代表的な組合せ例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校行事の服装はブラウス＋ベスト＋ブレザー＋スカート＋紺色のリボン＋白色ソックス。 

ブラウス＋ベスト＋ブレザー＋スラックス＋紺色のリボン＋白色ソックス。 
 

 

 

男子  

    冬服                  夏服        移行期間中の代表的な組合せ例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校行事の服装はカッターシャツ＋ブレザー＋スラックス＋グレーと紺のネクタイ。  
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諸 願 届 と 手 続 

 種  別 書     類 取 り 扱 い 順 序 最終提出場所 

ホ
ー
ム
主
任 

欠 席 届  保護者→主任（電話連絡等）  

早 退 届 早退届用紙 本人・（保護者）→主任 主任 

外出許可願 外出許可願用紙 本人・（保護者）→主任 主任 

旅 行 届  保護者→主任（電話連絡等）  

生
徒
部 

自動車学校入校許可願 自動車学校入校許可願用紙 本人→主任→進路部長→生徒部長→教頭→校長 生徒部 

アルバイト許可願 アルバイト許可願用紙 保護者・本人→主任→生徒部長→教頭→校長 生徒部 

異装許可願 異装届願用紙 保護者・本人→生徒部  

部活動入退部届 部活動入退部届用紙 保護者・本人→部顧問  

身分証明書 

（身分証明書再発行） 
身分証明書発行願用紙 本人→主任→生徒部→教頭→校長 生徒部 

教
務
部 

忌引扱願 

（一般・進路・部活動等） 

忌引扱願用紙   （一般）【ピンク】 職員室→本人→主任→教科担任→教務部長→教頭→主任 主任 

〃      （病気等）【緑】 保健室→本人→主任→教科担任→教務部長→教頭→主任 主任 

〃    （就職・進学）【黄】 進路室→本人→主任→教科担任→教務部長→進路部長→教頭→主任 主任 

〃（学校代表・クラブ活動等）【青】 
生徒部室→本人→顧問・担当→主任→教科担任→教務部長→生徒部長→ 

教頭→主任 
主任 

欠試届 欠試届用紙 保護者・本人→主任→教科担任→教務部 教務部 

バス延着届 バス延着届用紙 教務部→本人→主任  

事
務
室 

学校学生生徒旅客 

運賃割引証 
学生割引証発行願用紙 本人→主任→本人→事務室 

 

在学証明書 在学証明書発行願用紙 本人→主任→本人→事務室 
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生  徒  会  規  約  

 

第１章 総  則  

 

第１条 本会は高知県立室戸高等学校生徒会と称す。 

第２条  本会は会員の自主的精神に基づき自治活動を通じて会員相互の向上に努力するこ

    とを目的とする。 

第３条 本会は高知県立室戸高等学校生徒で構成する。 

第４条 本会の健全なる発展を期するために本会各部内で本校職員を顧問としておく。  

 

第２章 役  員  

 

第５条 本会に次の役員を置く。 

   １．生徒会会長（１名）及び生徒会副会長（２名） 

   ２．生徒会書記（２名） 

   ３．生徒会会計（２名） 

   ４．議会議員 

   ５．選挙管理委員 

   ６．部活動審議会委員 

第６条 生徒会会長、副会長、書記及び会計は全会員より選出する。  

第７条 生徒会会長は本会を代表し副会長は会長を補佐し会長の事故ある時はその任務を

    代行する。 

第８条 役員の任期は前期（４月～９月）後期（１０月～３月）として重任を妨げない。 

第９条 役員の解任には夫々の選出母体会員の２割以上の署名申請書を必要とする。この場

合所属会員の任期満了前の辞退は選出母体の３分の２以上の賛成によって票決す

る。 

 

第３章 機  関  

 

第10条 本会に次の機関を置く。 

   １．生徒総会 

   ２．ホ－ムル－ム 

   ３．選挙管理委員会 

   ４．部活動審議会 

 

第１節 生 徒 総 会 

 

第11条 生徒総会は本会の最高決議機関とし全会員をもって構成する。  

   １．役員の選出 

   ２．予算の決定 

   ３．決算の承認 

   ４．規約改正の承認 

   ５．他の団体への加入脱退に関する事項の決定 

   ６．議会の決定に基づく重要事項の決定 

   ７．学校長よりの重要事項の決定 

   ８．その他重要なる事項の決定 

 

第12条 生徒総会は年１回定例総会を開く。但し次の場合は臨時総会を開くことができる。 

   １．会員の４分の１以上の要求があった場合。 
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   ２．学校より要求があった場合。 

第13条 生徒総会には正副議長各１名、書記１名、運営委員２名をおき正副議長は毎期始め 

に全会員より選出し書記及び運営委員は議長の指名により任命する。  

第14条 生徒総会正副議長は会議を司会し書記は議事録を作成し運営委員会は会の運営に 

あたる。 

第15条 生徒総会の召集は生徒会会長が行い少なくとも２日前に公示しなければならない。 

但し緊急を要する場合はこの限りではない。 

第16条 生徒総会は会員の４分の３以上出席したとき成立する。 

第17条 生徒総会が前条の定数に達せず流会となった場合、生徒会会長は１週間以内に再び 

召集しなければならない。但しこの場合も前条に準ずる。  

 

第２節 生 徒 議 会 

 

第18条 生徒議会は本会の代行決議機関とする。 

第19条 生徒議会は各ホ－ムより互選された男女各１名の議員をもって構成する。  

第20条 生徒議会は次の事項を行う。 

   １．本会の活動に必要な諸規定の制定 

   ２．本会の活動に関する企画の審議決定 

   ３．予算及び決算の審議 

   ４．ホ－ムル－ム又は会員より提出された議案の審議決定 

   ５．規約改正案の立案 

   ６．学校長より要求のあった事項の審議決定 

第21条 生徒議会に正副議長各１名をおき議員の互選によりこれを決定する。  

第22条 生徒議会議長は議会を代表し次の事項を行い、副議長は議長を補佐し議長の事故あ 

るときはその任務を代行する。 

   １．議会の召集 

   ２．議会の運営 

   ３．決議事項の生徒会会長及び校長への報告。書記は議事録を作成保管する。  

第23条 生徒議会は毎月１回議長が召集する。但し、次の場合は臨時にこれを開くことがで 

きる。 

   １．議長が必要と認めた場合 

   ２．議員の３分の１以上の要求のあった場合 

   ３．学校長より要求のあった場合 

第24条 生徒議会は全議員の３分の２以上が出席したとき成立する。  

第25条 生徒議会は次の場合は解散しなければならない。 

   １．全議員の３分の２以上を以て解散を決議し生徒総会の承認を得た場合  

   ２．生徒総会において過半数を以て議会の不信任を決議した場合  

第26条 生徒議会が解散した場合は１週間以内に議員の改選を行い選挙後３日以内に新議 

会を開かねばならない。 

第27条 議員は議会の決議事項をその所属ホ－ムル－ムに報告しなければならない。 

 

 

第３節 ホ－ムル－ム会 

 

第28条 ホ－ムル－ム会は教科課程におけるホ－ムル－ムとし、本会活動の基礎母体と  

  なる。 

第29条 ホ－ムル－ム会はホ－ムル－ム全生徒で構成する。 

第30条 ホ－ムル－ム会に正副委員長、図書委員、体育委員、清掃委員、防災委員、選挙 

管理委員、保健委員、交通安全委員をおきホ－ムル－ム全生徒より互選する。 

第31条 ホ－ムル－ム委員長はホ－ムル－ム会の運営にあたり副委員長はこれを補佐し 
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   委員長に事故のある場合はその任務を代行する。 

第32条 ホ－ムル－ム会の各係の任期は１ヵ年とする。 

第33条 ホ－ムル－ム会はそのホ－ムル－ムに関する問題について独自の決議をするこ 

   とができる。 

第34条 ホ－ムル－ム会は毎週１回ＬＨの時間に開き必要に応じて臨時に開くことができ

    る。 

第35条 ホ－ムル－ム会は総会又は議会よりの議題を討議し、議会に議題を提出すること 

   ができる。 

 

第４節 選挙管理委員会 

 

第36条 選挙管理委員会は選挙管理委員をもって構成する。 

第37条 選挙管理委員はホ－ムより２名としホ－ムル－ムにおいて互選する。 

第38条 選挙管理委員会に委員長１名をおき委員の互選により選出する。選挙管理委員長 

は選挙管理委員会を代表する。 

第39条 選挙管理委員会は本会の役員の選挙並びに解任に関する一切の事務を司る。  

第40条 選挙管理委員会は選挙権及び被選挙権を有しない。 

 

第５節 部 活 動 審 議 会 

 

第41条 本会の部の開廃に関する審議をする。 

第42条 部活動審議会は生徒会執行部、並びに教頭、生徒指導主事、部活動係、体育係・文 

化係（顧問）代表で構成する。 

 

 

第４章 会  議  

 

第43条 本会の会議は原則として公開とする。 

第44条 本会の議事の決定は特に規定する場合を除き出席会員の過半数の賛成により､賛否 

同数の場合は議長の決するところによる。 

第45条 顧問は本会の会議において発言することができる。但し決議権は有しない。  

 

第５章 会  計  

 

第46条 本会の会計は生徒より徴収する会費及び会の事業収益並びに寄付をもってこれに

充てる。 

第47条 予算は生徒会執行部において作成し総会の審議を経て総会において決定する｡ 

第48条 決算は生徒会執行部の審議を経て総会の承認を得なければならない。  

第49条 本会会計に関しては会計委員長が責任を負う。但し現金の出納保管の事務は学校 

事務に委嘱する。 

第50条 本会の会計年度は４月１日より翌年３月31日迄とする。 

第51条 会計報告は次の場合行う。 

   １．年度末 

   ２．総会の要求があった場合 

   ３．特別会計の場合 

第52条 会計簿は会員の要求のあった場合は閲覧に供せられなければならない。  
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第６章 選  挙  

 

第53条 本会会員は原則として選挙権、被選挙権を有する。 

第54条 本会における選挙は特に規定する場合を除き原則として立候補制として、立候補 

者なき場合は推薦とする。 

第55条 選挙はすべて無記名式とする。 

第56条 解任その他欠員を生じた場合は１週間以内に補欠選挙を行うことを要する｡ 

補欠選挙により改選された者の任期は前任者の残存期間とする。  

第57条 選挙期日にやむを得ざる理由により欠席する者には不在投票を認める。 

 

第７章 改  正  

 

第58条 本規約の改廃は総会における４分の３以上の賛成があった場合及び学校長より要

    求があった場合、動議が成立する。 

第59条 本規約の改正は議会においては４分の３以上、総会においては４分の３以上の賛成

    によって議決せられなければならない。 

 

第８章 付  則  

 

第60条 本会の決定事項は学校長の承認を得てはじめて効力を有するものとする。  

第61条 本会の運営上必要な事項については別に細則を定めることができる。  

第62条 本規約は平成５年４月１日より施行する。 

 

平成９年３月１７日  一部改正 

平成１５年３月     一部改正 

平成２１年３月     一部改正 

平成２９年３月     一部改正 

平成３０年３月     一部改正 

令和 ４年３月     一部改正 
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生  徒  会  細  則  

 

会 議 細 則  

 

１．総会に対する提案はあらかじめ会長まで提出しなければならない。  

２．会議における順序は次の通りとする。 

 (１)開会の宣言 (２)議事朗読    (３)時程の発表 (４)前回未決定持越事項の審議 
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 (５)新議題決定 (６)議事録の朗読 (７)閉会の宣言 

３．動議が提出された場合、提出者以外に１名以上の支持者があれば当面の議題となる。 

４．発言は議長の許可を要する。 

５．発言はその中途において他の発言により妨げられない。 

６．議長は議事の整理のため必要と認めたときは発言を制止することができる。  

７．議長が討論に加わった場合はその問題が終わるまでは議長席に復することができない。 

８．採決は原則として過半数とし会が特に必要と認めた場合には３分の２以上とする。  

  但し本規約に規定した事項に関してはこの限りでない。 

９．議長が採決するときはその旨宣言すること。 

10．採決宣言後はその議題について発言することはできない。 

11．採決の方法は原則として挙手とする。但し議長が必要と認めたときには起立、投票によ

  ることができる。 

12．採決はまず賛成数、次に反対数、最後に中立数を調べる。 

13．採決の際、議場にいない会員は採決に加わることはできない。  

14．採決の結果、可否同数の場合は議長がこれを決める。 

15．会員は正当の理由がない限り会議に遅刻、欠席してはならない。  

16．議長が開会宣言してからは何人も会議に無関係な一切の自由行動をしてはならない  

17．議場の秩序を保つ上に不適当と認めた者に対し議長は退場を命ずる事ができる。  

18．議事録に次のことを記載する。 

 (１)開会年月日 (２)出席した顧問教員 (３)議長、副議長、書記名 

 (４)議   名 (５)議事その他必要な事項 

19．議事録は議長及び執行委員長の承認の後執行委員会に保存する。  

20．所定の時間が切れても審議決定未了の場合は会員に諮り、会議を続行するか又は流会に

するかを定めなければならない。流会の場合には日程を定めること。  

21．動議の優先は次の順序とする。 

 (１)閉会、休会、休憩の動議  (２)再動議  (３)普通動議 

 

 (注)動議…議題を議員から臨時に出すこと。 

 

選 挙 事 務 細 則  

 

１．選挙管理委員会は成立と同時に委員の氏名を公表しなければならない。  

２．選挙管理委員会は選挙の場合に選挙事務所を設けることができる。  

３．投票は選挙管理委員会の定める規定の用紙を用いらなければならない。  

４．次の投票は無効とする。 

  白票、規定用紙以外の使用、姓名判別不可能、記名違反票。 

５．(1)管理委員会は候補者届け出締切り後直ちに候補者および推薦者を召集して立会演説

会を行わなければならない。 

  (2)各候補者は運動期間中自由に演説会を持つことができる。 

６．選挙管理委員会は立候補届け出後直ちに立候補者一覧表を作り公表しなければならない。 

７．運動期間は管理委員会において決定する。 

８．(1)運動は朝始業までと昼食時、放課後とし連呼は差し支えないがマイクの使用は禁止

する。 

  (2)運動はどんな方法でも差し支えないが他の候補者及び会員に迷惑をおよぼすような

運動をしてはならない。このようなことを発見した場合は、管理委員会に提訴でき

る。 

  (3)放送部は管理委員会の要請があれば候補者の立候補演説を放送しなければならない。

  (4)ポスタ－は候補者１名につき４つ切り２枚、８つ切り４枚以内とする。 

９．投票日は運動期間満了日の翌日とする。投票は各人で行い管理委員会で開票する。 

10．候補者１名の時は信任投票を行い不信任であれば候補者の再受け付けをしなければなら
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ない。候補者が定員数であれば信任投票を行う。 

 

11．会長は全校生徒の過半数の支持を受けなければならない。過半数に満たないときは上位

  ２名の決選投票を行い多数決により決める。 

12．選挙管理委員会は選挙の結果を直ちに公表しなければならない。 

13．候補者皆無の時は管理委員会はその機能を生徒議会内に移管する。  

 

執 行 事 務 細 則  

 

 各委員会の仕事を次のように定める。 

１．図書委員会 

 (1) 貸出：返却業務の補助 

 (2) 広報活動 

 (3) 各ホ－ムとの連絡 

２．清掃委員会 

 (1) 学校行事における校舎内外の清掃 

 (2) 清掃用具の管理および保管 

３．体育委員会 

 (1) 各ホ－ムとの連絡 

 (2) 学校体育行事における運営・補助 

 (3) 用具の管理および保管 

４．保健委員会 

 (1) 保健に関する啓蒙活動 

 (2) 各ホ－ムの健康状態の把握 

 

 

 

 

 

会 計 事 務  

 

１．生徒会費は月３００円とする。生徒会費はＰＴＡ会費等諸会費と共に納入する。 

２．本会の会計年度は４月１日より翌年３月末日までとする。 

３．予算は各部の予算経費要求書に基づき執行委員会において予算案作成の上、生徒総会の

  審議を経て総会の承認を得なければならない。  

４．予算の支出を受ける時は請求書に生徒部長、顧問、会計委員の順で承認印を得てこれを

  受ける。 

５．請求書及び領収書は会計委員長が整理の上、生徒会会計担当者に保管を依頼する。  

６．会計委員は年度末決算報告書を作成し、会計監査の後生徒議会及び総会に説明報告し 

  なければならない。 

７．会計委員会は会費徴収状況を記す帳簿を作成しなければならない。  

８．各部及び各部門に予算割当及び引出帳を置く。  

９．現金出納簿は規定のものを使用する。 

10．毎会計年度所管の収支会計決算事務は３月31日までに完了しなければならない。 
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育 英 規 定  

 

１．奨学資金について 

     希望者は総務部奨学金担当者まで申し出ること。 

   

 ①高知県高等学校等奨学金貸与（月額18,000円、か23,000円貸与が選べます。） 

高等学校等へ進学しながら、経済的理由で修学を断念することのないよう、学校長  

  の推薦を受けた出願者について、家計及び家族の状況等を基準に採否を決定し、奨学  

  金を貸与する。３月～４月に募集する。 

（※保護者が高知県内に居住していることが条件です。保護者が高知県外に居住してい 

る場合は直接、各都道府県教育委員会に問い合わせてください。）  

   

 ②あしなが育英会（月額25,000円貸与＋20,000円給付） 

  保護者等が病気や災害又は自殺などで死亡したり、それらが原因で著しい後遺症で働 

   けないため、修学資金に困っている生徒を対象とする。４月から随時受け付ける。 

   

 ③高等学校奨学金制度（市町村） 

   経済的な理由で修学が困難な生徒を対象とする。募集期間は自治体によって異なるので、

希望者は直接市町村教育委員会に申し込むこと。 

（※室戸市奨学資金については学校にも要項がきます【２月】） 

 

 ④日本教育公務員弘済会高等学校等給付奨学生制度 

  修学意欲がありながら、家庭の事情により学費支弁困難と認められるもの。 

募集期間は４月～６月。 

 

２．母子・父子福祉資金について 

  生活困難な母子家庭の子女及び孤児には、母子・父子福祉資金が貸与される。希望者は

直接、居住地の役所に申し込むこと。 

 

３．助成金について 

高知県災害遺児支援事業（月額１万円） 

保護者等が交通事故又はその他の災害により、両親又は父母のいずれかを失い、遺児と

なった高知県内の公私立の高等学校に在学中の生徒を対象とする。希望者は直接、居住

地の社会福祉協議会に申し込むこと。 
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図書館利用規定  

 

１．開館について 

  開館は授業が行われている日、午前８時５０分より午後４時５０分までを原則とする。 

  （それ以外の使用は係に申し出ること） 

 

２．閲覧及び貸出しについて 

 (1) 館外貸出しはひとり３冊以内とする。（但し、禁帯書籍は貸出ししない） 

 (2) 貸出し期間は１０日間以内とする。継続帯出する場合は届け出ること。  

 (3) 貸出し及び返却については本校所定の貸出し規定にて行う。 

 (4) 図書の又貸しは絶対にしてはならない。 

 (5) 図書の紛失、破損等の場合は速やかに申し出、相当の弁償をすること。  

 (6) 係の許可なく無断で室外に図書を持ち出さないこと。 

３．図書室使用について 

 (1) 図書室は原則として生徒、教職員の読書、研究にあてる場所として静粛を第一とし、

清潔・整頓を守り、皆が気持よく使用できるようにすること。 

 (2) 飲食物持ち込み禁止 

以上の規定に違反し、悪質と認めたときは相当期間、本館の使用を禁止する。  

 
 
 
 
 
 
 

放 送 規 定  

 

１．放送時間 

 (1) 定時放送 

放課ホーム  平日 原則として １５：１５まで受付 

１５：３５から放送（木曜日は１６：３５から） 

 (2) 授業中の放送 

原則として認めない。 

 (3) 放課後の放送 

他の学校行事などに差しさわりのない範囲で認める。 

 

２．放送依頼方法 

 (1) 放送原稿は直接、放送部員に渡す。 

 (2) 放送原稿は原文のまま放送できるよう、文字は正確に、文章は簡潔に書くこと。 

 (3) 放送原稿を生徒が作成した場合は、あらかじめ教員に内容を確認してもらい、承  

    認を得ること。 

 (4) 放送部以外の生徒が放送する場合は、あらかじめ要旨を記した原稿を放送部顧問  

   に提出のうえ許可を得ること。 

 

３．その他 

 (1) 放課ホームは定時放送終了後行うこと。 

 (2) 緊急を要する場合はこの限りでない。 
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体育館使用規定  

 

１．体育館の使用については、秩序・清潔・整頓を保持することに努め、別に定めるほか 

はこの規定によらなければならない。 

 

２．当館の直接管理責任者は、体育科教員とし、特別の場合のみ部活動顧問（以下顧問） 

がこれにあたる。 

 

３．入館するときは土足厳禁とし、上靴使用の場合は体育館使用規定のものを使用する。 

但し、部活動のため特別な上靴の必要があるときは、体育科の許可を受け使用するこ 

とができる。入館に際しては、足を拭い、特に水分を十分に取ってから入ること。ま 

た体育館外での体育館シュ－ズ使用を厳禁する。 

 

４．使用者は整理整頓に心がけ、使用した箇所及び、その周辺を必ず清掃する。授業時は 

授業開始前または授業終了後に、部活動等の場合は使用後に清掃空拭きを行うこと。  

 

５．器具等を使用する場合は大切に取り扱い、万一破損したときは届け出ること。 

  また、器具等の貸し出しについては、教官室の貸出簿に記入すること。 

 

６．体育館内や玄関内のホールでの飲食はすべて禁止する。 

 

７．授業時（体育館、運動場）には、体育館の更衣室を使用すること。  

 

８．始業前、休憩時、放課後について 

 (1)  ホーム予鈴前、昼休み時間は使用を認める。但し、試験発表後及び試験期間中の使 

用は禁止する。 

 (2) 部活動の使用割り当て、終了時間については、体育館使用部活顧問の協議により  

  （季節、試合等を考慮し）別にこれを定める。  

 (3) 平日における放課後の部活動の活動時間は、原則１９時００分までとする。 

  

９．トレーニング室使用の際は、生徒に鍵を貸し出すことができないため、教員（顧問）が

借り、その監督下でのみの使用を認める。 

 

10．上記規定が守られない場合には、体育館の使用を禁止する場合がある。  
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                     教  務  内  規  （  抜  粋  ）                                              
１. 出欠について 

 

 
 欠 席 

 ・「出席停止、忌引き等の日数」以外の全日欠席をいう。 

 欠 課 

 ・授業（ＬＨＲを含む）への欠席をいう。 

 ・授業時における２０分以上の不在（途中退室等）は欠課として扱う。 

 ・授業時における遅刻・早退は３回をもって欠課１回とみなす。各学期毎にこの方法で算

入する。なお、端数は学年末にまとめて同方法で算入し、その際の端数は切り捨てる。 

 遅 刻 

 ・始業時のＳＨＲの遅刻または欠席をいう。 

 ・授業開始後、２０分以内の遅刻をいう。 

 ・授業時における２０分以内の途中退室は遅刻として扱う。 

 ・公共交通機関の延着による遅刻は「延着届」を提出することにより、遅刻とせず出席扱

いとする。 

 早 退 
 ・放課時のＳＨＲの早退または欠席をいう。 

 ・授業終了前、２０分以内の早退をいう。 

 忌 引 

 ・下記の者が死亡した場合、忌引日数は以下の通りとする。 

       父母                                ７日以内 

       祖父母、兄弟、姉妹                  ３日以内 

       叔・伯父母、曽祖父母                １日 

     同居し生計を一にするその他の親族    １日 

   ただし、父母以外の者が保護者の場合は、父母に準じる。 

   その他、公立学校職員の休日および休暇に関する規則第１２条に準ずる。 

 

                  

                                                       

２. 定期試験について（受験上の諸注意） 

    (1)試験中の座席は科目担当者の指示通りに着席する。ホーム単位の場合はホームの出席順に着席す

る。 

    (2)筆記用具や指示された物（電卓等）以外の全ての持ち物は教室内に持ち込まない。 

    (3)試験中、必要な時は必ず挙手をして監督者の指示を受ける。 

    (4)試験中の用具の貸借および私語はしてはいけない。また、他者の答案をのぞいたり、答案を故意 

       にずらしたり、持ち上げたりすること、および試験に関係する事項を記入したものを保有してい 

た場合、これらは原則として不正行為と見なす。 

    (5)試験終了の合図まで答案の提出はできない。 

    (6)答案は必ず提出しなければならない。また、故意に答案を提出しなかった場合の成績は０点とす 

る。 

    (7)試験終了後、監督者が退出するまでその教室に入室できない。 

    (8)不正行為と確認された場合、当該科目の得点は０点とする。 

    (9)病気等やむを得ない理由により受験できない場合は、すみやかにホーム主任を通じて、保護者連 

       署のうえで「欠試届」を教務部まで提出する。 

   (10)試験発表後終了までは、職員室および教科準備室への立ち入りは禁止する。 

   (11)試験発表後終了までは、部活動は原則として禁止する。 
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３. 追試験について 

    (1)履修したが、単位修得が認定されなかった教科・科目については追試験により認定する。 

  (2)追試験は２・３年次生を対象に前年度の教科・科目についてのみ行う。 

    ただし、以下の条件を満たした者のみ受験を認める。 

          ２年次生･･１年次の教科・科目の修得単位数が１６単位以上である。 

          ３年次生･･１・２年次の教科・科目および総合的な探究の時間の修得単位数の合計が４５単

位以上である。 

       なお、修得単位数には技能審査の成果による単位認定の分も含む。 

  (3)追試験は毎年６月に１回限り行う。 

  (4)追試験の受験該当者は「追試験受験願」を所定の期日までに教務部に提出しなければならない。         

追試験受験願が出ない者の追試験は行わない。 

  (5)追試験の出題・採点・評価は、当該教科担任全員で行う。 

  (6)追試験の出題範囲は、当該科目の年間履修全範囲とする。 

  (7)追試験により単位修得を認定された科目の評定は２とする。 

 

４. 履修および修得について 

   (1)３年次までは原則として、全ての授業時間に各教科・科目・特別活動及び総合的な探究の時間（続・ 

産業社会と人間、課題研究）を履修しなければならない。 

   (2)年次途中の履修科目の変更は認めない。 

    (3)各年次の科目の実授業時数の２／３以上の出席をもって、その年次の科目及び単位数を履修した 

ものとする。 

    (4)各年次の科目を履修し、かつ評定が２以上であれば、その科目および単位数を修得したものとす 

る。        

(5)すでに単位を修得した教科・科目の履修は原則として認めない。 

  (6)履修したが修得できなかった科目は再履修を妨げない。 

 

５. 卒業認定について                                            

(1)学習指導要領による必修科目、総合学科の原則履修科目、本校の教育課程で定めた学校必修科目

(数学Ａ)及び総合的な探究の時間（続・産業社会と人間、課題研究）は全て履修しなければなら

ない。 

    (2)卒業に必要な各教科・科目の修得単位数は７４単位以上とする。 

    ただし、その中には技能審査による認定単位を含むことができる。 

    (3)卒業に必要な特別活動の全てを履修しなければならない。 

    (4)卒業の認定について 

       上記(1)～(3)の条件を満たし、その他教育活動の成果がその目標から見て満足できると認められ 

る生徒に対して、卒業が認定される。 

 

 


